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1．はじめに
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（１）特別な配慮を
必要とする

児童生徒とは？
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特別な配慮を必要とする
児童生徒には、大別すると
「障害のある児童生徒」と

「日本語に通じない児童生徒」
等が考えられるが、

本報告では「障害のある児童
生徒」について紹介する
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対象となる児童生徒の障害の種類と程度

文部科学省「日本の特別支援教育の状況について」 （令和元年９月25日）より
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/2019/09/__icsFiles/afieldfile/2019/09/24/1421554_3_1.pdf
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障害のある児童生徒数

文部科学省「日本の特別支援教育の状況について」 （令和元年９月25日）より
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/2019/09/__icsFiles/afieldfile/2019/09/24/1421554_3_1.pdf
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特別な配慮を必要とする児童生徒
＝障害のある児童生徒
＝特別支援教育の対象
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（２）特別支援教育とは？
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特別支援教育とは？
• 障害のある子供については、障害の状態に応じて、その可能性を最大限
に伸ばし、 自立と社会参加に必要な力を培うため、一人一人の教育的
ニーズを把握し、適切な 指導及び必要な支援を行う必要がある。

• このため、障害の状態等に応じ、特別支援学校や小・中学校の特別支援
学級、 通級による指導等において、特別の教育課程、少人数の学級編
制、特別な配慮の下に作成された教科書、専門的な知識・経験のある教
職員、障害に配慮した施設・設備 などを活用した指導や支援が行われ
ている。

• 特別支援教育は、発達障害のある子供も含めて、障害により特別な支援
を必要とする子供が在籍する全ての学校において実施されるものである。

文部科学省「日本の特別支援教育の状況について」 （令和元年９月25日）より
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/2019/09/__icsFiles/afieldfile/2019/09/24/1421554_3_1.pdf
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特別支援教育とは？

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/main/__icsFiles/afieldfile/2015/10/06/1243505_001.pdf

文部科学省
初等中等教育局特
別支援教育課
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重度の障害のある児童生徒の学びの場

文部科学省「日本の特別支援教育の状況について」 （令和元年９月25日）より
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/2019/09/__icsFiles/afieldfile/2019/09/24/1421554_3_1.pdf

11



特別支援学校だけでなく、
多様な学びの場に在籍しており、
学校教育法施行令第22条の３に
該当する障害の程度が重度の
児童生徒が通常の学級で

学んでいるケースも少なくない！
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特別な配慮を必要とする児童生徒は
すべての学校・学級に
在籍することを前提に
学習者用デジタル教科書の
配慮内容を考えることが

必要不可欠！
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２．教科書がアクセシブル
になることの意義
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（１）アクセシブルな
教科書の歴史
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通常の文字での
読み書きが困難な
視覚障害児のための
点字教科書
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教育に必須である点字教科書が最初に
発行されたのは1909年

牟田口辰己（2007）. 盲児童用点字教科書発行の変遷と今後の編集システムの
在り方に関する研究. 平成16年度～18年度科学研究費補助金研究成果報告書.
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 我が国最初の文部
省著作教科書が発
行されたのは
20年後の
1929年！
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見えるけれども
通常の文字では
読み書きが困難な
弱視児用の
拡大教科書
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1975年頃から
拡大写本ボランティアが登場

• ルーペ等の拡大補助具
（支援機器）を活用する
ことが困難な子供達のた
めに、ボランティアが教
科書を手書きで拡大する
「拡大写本ボランティ
ア」が登場

1997年に全国組織「全国拡大教材製作協議会」が誕生
http://www.kakudaikyo.org
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2008年に
「障害のある児童及び生
徒のための教科用特定図
書等の普及の促進等に関
する法律（教科書バリア
フリー法）」が成立
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給与されている拡大教科書の種類
• 教科書発行者（教科書会社）の拡大教科書
– 18（小３年までは22）ポイント
– 22（小３年までは26）ポイント
– 26（小３年までは30）ポイント

• ボランティアの拡大教科書
– 30ポイントを越える大きな
文字サイズや白黒反転等の
個別のニーズに基づいた
プライベートサービス
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教科書バリアフリー法が
出来るまでの間、

教科書のアクセシビリティを
ボランティア等が支えていた
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（２）紙からデジタルへの
展開
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拡大教科書の利用実態に関する研究
82-90, 2013. 

Journal of Japanese Society for Low.vision Research and Rehabilitation :  

51-60, 2013. 

Journal of Japanese Society for Low-vision Research and Rehabilitation 

中野 泰志・新井 哲也・吉野 中・花井 利徳・大島 研介 (2013)．ロービジョンのある小中学生の拡大教科書利用実態 日本ロービジョン学会
誌，13，82-90．
中野 泰志・新井 哲也・花井 利徳・吉野 中・大島 研介 (2013)．拡大教科書の選定・指導の実態に関する全国調査－－小中学校・盲学校の教
員の実態－－ 日本ロービジョン学会誌，13，51-60．
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通常の学級 弱視学級 盲学校 合計

小学校 428 414 139 981

中学校 212 118 179 509

合計 640 532 318 1,490

拡大教科書の給与を受けている人数

（中野, 2012）
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拡大教科書の文字サイズ
22、26ポイントが多
く、18ポイントを選択
しているケースは少な

い
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拡大教科書の満足度
全体的には

72.6%が満足と回答
満足度は高い！
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拡大教科書の問題点
教科書サイズ、分冊、
ページの順で不満が多い
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拡大教科書の問題点

• 可搬性が低い
（重い・厚い・分冊が多い等）

• 操作性が悪い
（ページが対応していない、検
索が困難等）
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拡大教科書の発行状況の推移

小中学校はほぼ100％の
教科書が拡大されている！

高等学校は教科書の種類が多い
ことに加え、無償ではないため、
拡大教科書の発行率は低い！
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児童生徒のニーズに合わせて
多様な文字サイズ等の教科書を
作成しても、すべてのニーズに
対応することは困難であり、
文字サイズ等、柔軟な対応が

可能なデジタルへの期待が高まった
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（３）特別支援のための
デジタル教材
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主として
弱視の

児童生徒向けの
デジタル教材

＝PDF版拡大図書

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1411600.htm
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主として
発達障害の

児童生徒向けの
デジタル教材
＝音声教材

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm
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障害のある児童生徒のニーズは
多様であるため、

それぞれのニーズに応じた
多様なシステムが登場した！
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３．特別支援に必要な
機能
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（１）学習者用デジタル
教科書に搭載されている

特別支援機能
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デジタル教科書に搭載されている
特別支援の主な機能

• 文字色・背景色の変更
• ふりがな表示
• リフロー表示
• 音声読み上げ（機械音声）

教科書協会「学習者用デジタル教科書の概要」（令和2年7月7日）より
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（２）音声教材や
PDF版拡大図書の機能
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文字や図形等を
ピンチ操作で
拡大・縮小する

機能
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文字サイズを
変更しても上下の
スクロールだけで
文章にアクセスでき
るリフロー表示機能
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文字や図形等を
ハイライトしながら
音声で読み上げる

機能

42



ルビをオン／オフ
する機能
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フォント、行間隔、
文字間隔、縦書き／
横書き等の
文書スタイルを
変更する機能
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メモやラインマーク
等の書き込み機能
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キーボードや
外部スイッチから
操作できる
代替操作機能
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その他、
ブックマーク、
ページジャンプ
辞書検索、
コピー機能等

47



音声教材やPDF版拡大図書の
ノウハウ等を

学習者用デジタル教科書に
反映させることが大切！
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４．利用実態
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2019年度の
PDF版拡大図書
利用実態調査概要
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（１）2019年度の
PDF版拡大図書
利用実態調査概要
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2019年度のPDF版拡大図書の提供実績
• 小学校

– 協力者数：158人、協力校：44校（内、特別支援学校25校）
– 提供教科書数：336種類
– 延べ提供冊数：1,549冊

• 中学校
– 協力者数：152人、協力校：44校（内、特別支援学校30校）
– 提供教科書数：152種類
– 延べ提供冊数：2,206冊

• 高等学校
– 協力者数：182人、協力校：45校（内、特別支援学校37校）
– 提供教科書数：329種類
– 延べ提供冊数： 1,819冊
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紙と比べて便利だと思いますか？
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紙と比較してデジタルのどこが便利か？

54



便利だと思うデジタルの機能は？
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紙とデジタルどちらを主に利用？
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デジタルの学習等への効果は？
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（２）2020年度の
PDF版拡大図書
利用者数
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2020年度のPDF版拡大図書の提供実績
• 小学校

– 協力者数：58人、協力校：18校（内、盲学校7校）
– 提供教科書数：237種類
– 延べ提供冊数： 785冊

• 中学校
– 協力者数：153人、協力校：60校（内、盲学校31校）
– 提供教科書数：134種類
– 延べ提供冊数：2,536冊

• 高等学校
– 協力者数：199人、協力校：55校（内、盲学校39校）
– 提供教科書数：273種類
– 延べ提供冊数： 2,398冊
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デジタル教材の評価は高く、
学習効果等も高いが、

紙の拡大教科書や検定教科書を
併用しているケースも多く、
それぞれのメディアの特徴を
明確にする必要がある！
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５．必要となる
ユーザインタフェース
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ブラウザは異なっていても良いが、
ガイドラインを定め、

拡大する際の操作方法（ピンチ等）を
可能な限り統一し、
同じような操作方法で

教科書にアクセスできる必要がある
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ウェブのコンテンツを障害のある人に
使いやすいようにするためのウェブア
クセシビリティに関するガイドライン
（Web Content Accessibility 
Guidelines; WCAG）に準拠する

ガイドラインが必要！
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６．今後の課題
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（１）学習者用デジタル
教科書・教材では

実現できていない機能
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教科書の内容を
点字、シンボル、
平易な言葉等に変更し
たり、教材動画に
手話や字幕を

どのように実現するか
は今後の課題
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特に、点字教科書は
現在の技術では

デジタル化が不可能で
あるため、

紙とデジタルの併用が
必須！
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（２）文部科学省検定済
教科書以外の教科書の
デジタル化の課題
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教科書の種類
• 文部科学省検定済教科書

– 発行者が作成し、文部科学大臣の検定を経た教科書。
• 文部科学省著作教科書

– 需要数が少なく民間による発行が期待できないために文部科学
省において著作・編集された、高等学校の家庭、農業、工業、
水産及び看護の教科書の一部や特別支援学校用の教科書。

• 「学校教育法」第34条附則9条（旧107条）に該当する
教科書（附則9条図書）
– 高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援学校並びに特別
支援学級において、適切な教科書がないなど特別な場合に使用
が許可されている上記以外の図書。
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文部科学省著作教科書
や附則9条図書の中には
アクセシブルになって
いないものがある
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（３）ボランティアが
作成している

デジタル教材との
役割分担
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学習者用デジタル教科書が
制度化されるまでは
音声教材や

PDF版拡大図書は
教科書へのアクセスを
保障する唯一の方法だった
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これから、音声教材や
PDF版拡大図書は

学習者用デジタル教科書を
補完する役割を

果たしていくことになる
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学習者用デジタル教科書の
特別支援機能が
向上していき、

UD化されることが大切！
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学習者用デジタル教科書の
特別支援機能が

向上すれば、音声教材や
PDF版拡大図書の
役割が小さくなるはず
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ボランティアには、
シンボル、手話、字幕等の
まだ、あまり着手されてい
ない領域を開拓することが

期待される
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ご清聴ありがとう
ございました
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